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特集―わが国における雇用戦略のあり方 

わ
が
国
の
雇
用
戦
略
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
う
え
で
、
先
行
事
例
と
な
る
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
動
向
は
、
参
考
と
な
る
。
と
く
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
、
Ｅ
Ｕ
と
も
、
最
近
見
直
し
作
業
が
な
さ
れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
点
も

多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
 

雇
用
戦
略
の
見
直
し
動
向
 

１
．Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
雇
用
戦
略
の
最
近
の
動
向
 

今年のOECD雇用アウトルックの記者発表 

  

（
１
）一
九
九
四
年
雇
用
戦
略
の 

　
　
　
策
定
と
策
定
後
の
取
り
組
み 

（
雇
用
戦
略
策
定
の
経
緯
と
概
要
） 

　
一
九
八
〇
年
代
や
一
九
九
〇
年
代
初
め
を

通
し
て
多
く
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
失
業
率
が

高
い
水
準
で
続
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

で
は
、
一
九
九
二
年
の
閣
僚
理
事
会
で
、
労

働
市
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
化
の
要
因

に
つ
い
て
の
大
規
模
な
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
一
九
九
四
年
の
閣
僚
理
事
会
に
、
失

業
減
少
や
雇
用
増
加
の
た
め
の
広
範
な
政
策

勧
告
を
含
ん
だ
分
析
結
果
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用

研
究（O

EC
D
 Jobs Study

）と
し
て
報
告
、

公
表
さ
れ
た
。
政
策
勧
告
は
、
マ
ク
ロ
経
済

政
策
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
と
普
及
、

企
業
家
的
風
土
の
形
成
、
労
働
者
の
技
能
向

上
の
他
、
労
働
市
場
規
制
、
賃
金
設
定
、
失

業
給
付
制
度
等
労
働
市
場
政
策
や
制
度
形
成

に
関
す
る
九
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
の
提
言
の
中
でJobs Strategy

（
雇
用
戦
略
）と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
以
降

「
雇
用
戦
略
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
す
る
こ

と
に
な
る
。
一
九
九
五
年
に
は
一
〇
個
目
の

分
野
と
し
て
製
品
市
場
の
競
争
促
進
政
策
の

勧
告
が
追
加
さ
れ
た
。
以
下
の
一
〇
分
野
の

政
策
勧
告
（
七
〇
ほ
ど
の
更
に
詳
細
な
政
策

勧
告
か
ら
な
る
）
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
戦
略

（O
EC
D
 Jobs Strategy

）で
あ
る
。 
 

①
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
策
定 

 

②
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
創
造
と
普
及
の
促

進 
 

③
労
働
時
間
の
柔
軟
性
の
拡
大 

 

④
企
業
家
精
神
が
発
揮
で
き
る
環
境
の
醸

成 
 

⑤
賃
金
と
労
働
コ
ス
ト
の
弾
力
化 

 

⑥
雇
用
保
障
規
定
の
改
正 

 

⑦
積
極
的
労
働
市
場
政
策 

 

⑧
労
働
者
の
技
能
と
能
力
の
向
上 

 

⑨
失
業
保
険
給
付
及
び
関
連
給
付
制
度
の

改
革 

 

⑩
製
品
市
場
の
競
争
の
向
上
（
こ
の
項
目

は
、
九
項
目
の
策
定
後
に
追
加
） 

（
雇
用
戦
略
策
定
後
の
取
り
組
み
） 

　
一
九
九
四
年
の
雇
用
戦
略
策
定
後
、
個
別

の
テ
ー
マ
に
区
分
し
、
各
テ
ー
マ
に
関
す
る

詳
細
な
研
究
と
さ
ら
に
国
別
審
査
を
実
施
し

た
。
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
（
経
済
開
発
検
討
委
員
会
）

の
各
国
審
査
で
は
、
各
国
の
状
況
に
応
じ
た

政
策
勧
告
が
な
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
別
研
究
は

一
九
九
九
年
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
、
国

別
審
査
は
一
九
九
七
年
ま
で
に
一
巡
目
、
一

九
九
九
年
ま
で
二
巡
目
の
審
査
が
実
施
さ
れ

た
。
実
施
レ
ビ
ュ
ー
は
一
九
九
七
年
、
一
九

九
九
年
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｃ

（
雇
用
労
働
社
会
問
題
委
員
会
）
で
も
、
一

九
九
六
年
、
一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
一
年
に
、

雇
用
戦
略
勧
告
の
う
ち
い
く
つ
か
の
主
要
な

勧
告
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
と
く
に
積
極
的

労
働
市
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
、m

aking-w
ork-

pay

（
働
い
た
方
が
得
に
な
る
）、
公
共
職
業

機
関
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
雇
用
戦
略
の
柱
と

関
連
す
る
テ
ー
マ
研
究
は
行
わ
れ
、E

m
-

ploym
ent O

utlook

等
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
と
く
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
教
育
、

企
業
家
精
神
に
関
連
す
る
成
長
指
向
的
な
政

策
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
広
範
に
議
論
さ
れ
た
。 

  

（
２
）
雇
用
戦
略
の
改
定 

　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
） 

（
新
し
い
課
題
と
雇
用
戦
略
の
再
評
価
作
業
） 

　
一
九
九
四
年
の
雇
用
戦
略
は
、
高
水
準
で

推
移
す
る
失
業
を
減
ら
す
方
策
に
焦
点
を
あ

て
て
お
り
、
今
で
も
多
く
の
国
で
重
要
な
課

題
で
あ
る
が
、
労
働
市
場
へ
の
参
加
の
障
害

を
取
り
除
く
こ
と
が
主
要
な
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
お
り
、
こ
の
課
題
は
人
口
高
齢
化
の

悪
影
響
を
抑
制
す
る
必
要
に
よ
り
そ
の
緊
急

性
を
一
段
と
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
人
や
企

業
が
技
術
進
歩
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
変
化
を
活
か
す
こ
と
や
そ
の
よ

う
な
変
化
に
迅
速
に
適
応
し
た
り
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。 

　
二
〇
〇
三
年
に
行
わ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
・

労
働
大
臣
会
合
で
は
、
一
九
九
四
年
に
策
定

さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
戦
略
は
、
約
一
〇
年

経
っ
て
お
り
、
再
評
価
の
必
要
性
を
指
摘
し
、

再
評
価
作
業
を
開
始
し
た
。 

　
二
〇
〇
六
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
閣
僚
会
議
に
、

改
定
さ
れ
た
雇
用
戦
略
を
含
む
「
政
策
レ
ポ

ー
ト
（
仕
事
と
所
得
を
高
め
る
―
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

雇
用
戦
略
の
再
評
価
か
ら
の
政
策
的
な
教
訓
）

の
概
要
）
」
が
報
告
・
公
表
さ
れ
、
ま
た
、

そ
れ
を
分
析
面
で
根
拠
づ
け
る
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
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雇
用
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（Em

ploym
ent O

ut-
look

）2006

」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
作
業

は
経
済
総
局
と
雇
用
・
労
働
・
社
会
局
と
の

共
同
作
業
に
よ
り
行
わ
れ
た
。 

 

「
政
策
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
一
九
九
四
年

以
降
の
労
働
市
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
状

況
を
概
観
し
、
雇
用
戦
略
の
再
評
価
（
新
し

い
証
拠
の
提
示
）
を
行
っ
た
う
え
で
、
改
定

さ
れ
た
雇
用
戦
略
を
提
言
し
て
い
る
。
再
評

価
結
果
（
新
し
い
証
拠
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

 

雇
用
戦
略
は
現
在
で
も
有
効
で
あ
る
が
、

将
来
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
応
す
る
た
め
に
改

善
が
必
要
。 

 

①
健
全
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
、
良
好
な

労
働
市
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
下
支
え
す

る
。 

 

②
労
働
参
加
と
雇
用
創
出
へ
の
一
般
的
な

障
害
を
取
り
除
く
政
策
効
果
に
つ
い
て
、（
ｉ
）

税
制
・
給
付
制
度
の
改
革
や
良
く
設
計
さ
れ

た
「
就
労
化
」
政
策
は
、
労
働
市
場
へ
の
参

加
を
支
援
す
る
上
で
効
果
的
で
あ
り
、（
ｉｉ
）

雇
用
規
制
や
賃
金
設
定

の
慣
行
を
調
整
し
、
製

品
市
場
の
競
争
を
促
進

す
る
こ
と
は
、
雇
用
創

出
や
実
質
賃
金
の
上
昇

を
も
た
ら
し
う
る
、（
ｉｉｉ
）

労
働
者
が
社
会
で
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル（right 
skills

）を
持
て
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
、
よ
り

多
く
の
よ
り
良
い
雇
用

を
創
り
出
す
こ
と
に
つ

な
が
る
。 

 

③
低
雇
用
割
合
グ
ル

ー
プ
の
就
業
の
障
害
を

取
り
除
き
、
労
働
市
場

の
分
断
を
緩
和
す
る
政

策
対
応
に
つ
い
て
（
高

齢
者
は
早
期
引
退
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
ら

し
職
場
慣
行
を
変
え
る
、

女
性
は
税
制
改
革
と
家

庭
に
優
し
い
政
策
の
実

施
、
若
年
は
学
校
で
の

失
敗
の
回
避
と
教
育
と

仕
事
の
連
携
を
密
接
に

す
る
こ
と
で
）
、
低
雇

用
割
合
グ
ル
ー
プ
雇
用
を
高
め
る
こ
と
が
可

能
。
失
業
の
地
域
的
な
集
中
へ
の
対
応
や
、

（
い
く
つ
か
の
国
で
は
）
フ
ォ
ー
マ
ル
な
雇

用
へ
の
移
行
促
進
は
重
要
。 

 

④
政
策
分
野
の
相
互
作
用
、
シ
ナ
ジ
ー
と

マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
役
割
に
つ
い
て
、
異
な

る
構
造
政
策
間
の
相
互
作
用
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
れ
ば
、
雇
用
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善

す
る
。
マ
イ
ナ
ス
の
マ
ク
ロ
経
済
シ
ョ
ッ
ク

や
悪
い
構
造
政
策
の
設
定
は
失
業
を
も
た
ら

す
。
安
定
指
向
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
重
要

で
あ
る
。 
 

⑤
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
成
功
す

る
た
め
の
方
法
は
何
通
り
か
あ
る
。
方
法
の

一
つ
は
、
製
品
市
場
や
労
働
市
場
の
柔
軟
性

を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
所
得
の
不
平

等
化
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一

つ
の
方
法
は
、
柔
軟
性
と
安
定
性
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
が
、
よ
り
費
用
が
か
か
る
。
二

つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
も
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定

と
製
品
市
場
の
厳
し
い
競
争
、
求
職
活
動
へ

の
強
力
な
支
援
は
共
通
。 

（
改
定
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
戦
略
） 

　
一
九
九
四
年
の
雇
用
戦
略
は
、
高
水
準
で

持
続
し
て
い
る
失
業
の
減
少
を
主
な
目
的
と

し
て
お
り
、
こ
の
点
で
の
重
要
な
提
言
は
有

効
で
あ
る
が
、
政
策
の
焦
点
は
拡
大
し
て
お

り
、
特
に
労
働
市
場
へ
の
参
加
、
就
業
促
進
、

特
定
層
の
低
所
得
に
関
す
る
懸
念
へ
の
考
慮

に
よ
り
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
改
定
さ
れ
た
雇
用
戦
略
（The Restated 

O
EC
D
 Jobs Study

）
は
、
人
口
高
齢
化
等

の
新
た
な
課
題
に
対
応
し
、
失
業
減
少
だ
け

で
な
く
就
業
増
加
を
通
じ
た
高
成
長
・
雇
用

の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
以
下
の
四
つ
の

柱
（
お
よ
び
二
〇
の
項
目
）
か
ら
な
る
。 

  Ａ
　
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
設
定
す
る 

Ｂ
　
労
働
市
場
へ
の
参
加
と
職
探
し
の
障
害

を
取
り
除
く
（
・
良
く
設
計
さ
れ
た
失
業

給
付
制
度
と
積
極
的
労
働
市
場
政
策
を
実

行
す
る
、
・
そ
の
他
の
非
就
業
給
付
を
、

働
く
こ
と
を
よ
り
目
指
し
た
も
の
と
す
る
、
・

家
庭
に
優
し
い
取
組
み
を
促
進
す
る
、
・

税
制
や
そ
の
他
の
移
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
働

く
こ
と
が
得
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
） 

Ｃ
　
労
働
需
要
へ
の
労
働
・
製
品
市
場
に
お

け
る
障
害
に
対
応
す
る
（
・
賃
金
と
労
働

コ
ス
ト
が
労
働
市
場
の
発
展
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
、
・
製
品

市
場
に
お
け
る
競
争
を
高
め
る
、
・
柔
軟

な
労
働
時
間
の
取
組
み
を
促
進
す
る
、
・

雇
用
保
護
法
制
が
労
働
市
場
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
助
け
、
労
働
者
に
安
定
を
も
た
ら

す
も
の
と
す
る
、
・
フ
ォ
ー
マ
ル
雇
用
へ

の
移
行
を
促
進
す
る
） 

Ｄ
　
労
働
力
の
ス
キ
ル
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
開
発
を
促
進
す
る 

  　
政
策
提
言
に
つ
い
て
は
、
唯
一
の
成
功
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
く
、
各
国
の
状
況
、
政

策
の
相
互
作
用
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、

首
尾
一
貫
し
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
戦
略
は
、

各
国
の
制
度
慣
行
と
整
合
的
な
方
法
で
実
行

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
改
革
の
実
行
に

は
抵
抗
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
分
な

政
治
意
志
が
あ
れ
ば
達
成
は
可
能
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

  

（
３
）Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
戦
略
の 

　
　
　
性
格
の
変
化 

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
戦
略
の
性
格
は
、
一
九
九

四
年
の
戦
略
策
定
当
初
は
、
規
制
緩
和
や
、

市
場
原
理
中
心
的
な
理
念
が
前
面
に
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
ご
ろ
に 



14

Business Labor Trend  2006.8

特集―わが国における雇用戦略のあり方 

２
．Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
動
向
 

は
、
福
祉
国
家
的
な
発
想
も
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、
「
効
率
」
一
辺
倒
か
ら
、
「
効

率
」
と
「
公
平
」
の
並
存
へ
と
、
当
初
の
市

場
原
理
を
中
心
に
置
い
た
主
張
は
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
っ
た
。
効
率
性
の
向
上
と
い
う

概
念
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
労
働
市
場

参
加
、
社
会
的
統
合
の
観
点
も
取
り
上
げ
、

公
正
や
平
等
と
い
っ
た
理
念
も
表
れ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「
社
会
的
統
合
」
を
大
前

提
と
し
た
、
Ｅ
Ｕ
の
雇
用
戦
略
が
一
九
九
七

年
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
進
展
し
た

こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
口
高
齢
化
、
技
術
革

新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
へ
の
対
応
を
図
る
た

め
改
定
さ
れ
た
、
二
〇
〇
六
年
の
雇
用
戦
略

で
は
、
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
運
営
、
労

働
市
場
へ
の
参
加
促
進
、
労
働
需
要
の
障
害

の
除
去
、
人
材
育
成
等
を
主
要
政
策
と
し
、

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
貫
性
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
点
で
も
、
Ｅ
Ｕ
の
「
成
長
と
雇
用
の
た

め
の
統
合
指
針
」
（
二
〇
〇
五
年
）
と
似
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
両
方
の
戦
略
と
も
大

枠
の
方
向
性
は
収
斂
し
て
き
て
い
る
。
こ
の

他
、
適
切
な
労
働
政
策
は
雇
用
へ
の
良
い
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
、
各
国
の
状
況
に
応
じ

た
改
革
手
法
の
実
行
と
い
っ
た
指
摘
も
含
め
、

わ
が
国
の
雇
用
戦
略
検
討
の
参
考
と
な
る
点

は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
雇
用
戦
略
部
門
統
括
研
究
員
　
藤
井
宏
一
） 

  

（
１
）Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の 

　
　
　
策
定
の
背
景 

　
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
（E

uropean E
m
ploy-

m
ent Strategy

）
は
、
一
九
八
〇
〜
九
〇

年
代
に
か
け
て
の
低
成
長
経
済
の
下
で
の
高

失
業
率
の
持
続
と
い
う
深
刻
な
雇
用
・
失
業

情
勢
へ
の
処
方
箋
と
し
て
、
規
制
緩
和
や
市

場
原
理
を
中
心
に
置
い
て
一
九
九
四
年
に
策

定
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
雇
用
戦
略
（The 

O
EC
D
 Jobs Strategy

）
に
対
応
す
る
形
で

一
九
九
七
年
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。 

 

本
戦
略
の
底
流
に
は
、
検
討
過
程
で
示
さ

れ
た
、
市
場
競
争
に
よ
る
激
し
い
競
争
環
境

の
下
で
は
、
弱
者
が
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る

危
険
性
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し
、
排
除
で
は

な
く
仕
事
を
通
じ
て
国
民
全
体
を
社
会
に
統

合
す
る
連
帯
の
道
を
選
択
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
が
流
れ
て
い
る
。 
 

一
九
九
三
年
に
「
成
長
、
競
争
力
、
雇
用

―
二
一
世
紀
へ
の
挑
戦
と
進
路
」
（
通
称
「
ド

ロ
ー
ル
白
書
」
）
が
公
表
さ
れ
、
労
働
市
場

の
硬
直
性
を
構
造
的
失
業
の
原
因
と
し
、
労

働
市
場
の
柔
軟
性
を
高
め
、
企
業
の
競
争
力

を
高
め
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
加
盟
国
に

対
す
る
提
言
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九

九
三
〜
九
四
年
に
か
け
て
公
表
さ
れ
た
白
書

に
お
い
て
、
福
祉
国
家
の
背
後
に
あ
る
連
帯

と
い
う
価
値
観
は
断
固
堅
持
す
べ
き
だ
と
し

つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
所
得
の
再
配
分
と
い
う

消
極
的
な
連
帯
方
式
の
在
り
方
か
ら
経
済
活

動
に
参
加
す
る
機
会
の
よ
り
良
い
分
配
と
い

う
積
極
的
な
連
帯
方
式
に
シ
フ
ト
し
て
い
く

べ
き
だ
と
し
、
こ
れ
か
ら
は
雇
用
に
最
優
先

順
位
を
与
え
、
す
べ
て
の
人
を
社
会
に
統
合

し
て
い
く
こ
と
が
目
標
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
以
上
の
諸

白
書
に
よ
る
提
言
で
は
、
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
雇

用
戦
略
の
基
本
と
な
る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。 

  

（
２
）Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
策
定
と 

　
　
　
そ
の
後
の
動
向 

（
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
策
定
と
リ
ス
ボ
ン
戦
略

の
提
示
） 

　
一
九
九
七
年
六
月
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条

約
が
合
意
さ
れ
た
。
同
条
約
の
雇
用
政
策
条

項
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
雇
用
政
策
に

係
る
政
策
協
調
サ
イ
ク
ル（
１
）が
規
定
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
の
「
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
に
お
け
る
特
別
欧
州
理
事
会
」（
通
称

「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
雇
用
サ
ミ
ッ
ト
」
）
に

お
い
て
、
①
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就

業
能
力
）、
②
起
業
家
精
神
、
③
ア
ダ
プ
タ

ビ
リ
テ
ィ
（
適
応
能
力
）、
④
機
会
均
等
、

か
ら
な
る
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
中
核
と
な
る
四

つ
の
柱
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
雇
用

指
針
に
明
記
さ
れ
た
。
特
に
、
最
初
の
雇
用

指
針
で
は
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
向

上
に
関
す
る
施
策
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ
た

若
年
失
業
者
、
長
期
失
業
者
に
対
す
る
積
極

的
雇
用
政
策
の
促
進
に
関
す
る
数
値
目
標
が

設
定
さ
れ
た
。 

　
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ス
ボ
ン
欧
州
理
事
会
（
通

称
「
リ
ス
ボ
ン
雇
用
サ
ミ
ッ
ト
」）（
２
）で
は
、

四
本
柱
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
フ
ル

就
業
」
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
高
齢
者
や
女
性
、
社
会
的
弱
者
な
ど
非

労
働
力
化
し
て
い
る
人
々
を
広
く
仕
事
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
市
場
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
し
、
社
会
に
統
合
す
る
と
い
う
理

念
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
就
業
率
と

い
う
数
値
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
。 

（
二
〇
〇
三
年
の
中
期
指
針
の
策
定
） 

　
二
〇
〇
三
年
に
策
定
さ
れ
た
雇
用
指
針
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
毎
年
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
た
も
の
に
替
わ
り
、
二
〇
一
〇
年
ま

で
の
三
部
構
成
か
ら
な
る
中
期
指
針
が
示
さ

れ
た
。
第
一
部
で
は
、
「
フ
ル
就
業
」、「
労

働
の
質
及
び
生
産
性
の
向
上
」、「
社
会
的
結

束
と
統
合
の
強
化
」
の
三
つ
か
ら
な
る
全
体

目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
第

一
部
の
三
つ
の
全
体
目
標
を
具
体
化
し
た
一

〇
の
分
野
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
目
標
が

提
示
さ
れ
、
第
三
部
で
は
、
関
係
者
の
関
与
、

行
政
体
制
等
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。 

（
二
〇
〇
五
年
の
戦
略
中
期
見
直
し
） 

　
二
〇
〇
四
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
欧
州
理
事

会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ス
ボ
ン
戦

略
の
中
期
見
直
し
の
た
め
の
検
討
が
開
始
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
経
済
政
策
と
雇
用
政
策
、

社
会
政
策
が
経
済
成
長
と
雇
用
の
促
進
と
い
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う
単
一
の
目
標
に
向
け
て
整
合
化
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
旨
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
二
〇
〇
五
年
の
欧
州
委
員
会
報
告

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
行
わ
れ
て
き

た
経
済
政
策
、
雇
用
政
策
及
び
社
会
保
護
政

策
に
関
す
る
政
策
協
調
戦
略
を
一
本
に
集
約

化
す
べ
き
と
い
う
提
案
が
行
わ
れ
た
。 

　
二
〇
〇
五
年
に
は
、
上
述
の
二
〇
〇
四
年

以
来
の
検
討
を
受
け
て
包
括
的
経
済
政
策
指

針
と
雇
用
指
針
が
事
実
上
統
合
さ
れ
、
六
つ

の
マ
ク
ロ
経
済
指
針
、
九
つ
の
ミ
ク
ロ
経
済

指
針
、
八
つ
の
雇
用
指
針
の
三
部
分
か
ら
な

る
「
成
長
と
雇
用
の
た
め
の
統
合
指
針
」
が

示
さ
れ
た
。
こ
れ
に

と
も
な
い
、
分
野
ご

と
に
別
々
に
作
成
さ

れ
て
い
た
加
盟
国
に

よ
る
国
別
行
動
計
画

も
「
成
長
と
雇
用
の

た
め
の
行
動
計
画
」

に
一
本
化
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の

新
た
な
形
と
な
っ
た

指
針
に
基
づ
く
政
策

サ
イ
ク
ル
は
、
三
年

単
位
と
さ
れ
、
二
〇

〇
五
年
か
ら
開
始
さ

れ
、
二
〇
〇
八
年
に

見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
雇
用
指
針

部
分
で
は
、
フ
ル
就

業
、
労
働
の
質
及
び

生
産
性
の
向
上
、
社

会
及
び
地
域
的
統
合

の
強
化
と
い
う
基
本

目
標
と
、
①
よ
り
多

く
の
人
々
を
雇
用
に

引
き
付
け
、
社
会
保

護
制
度
を
現
代
化
す
る
、
②
労
働
者
と
企
業

の
ア
ダ
プ
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
労
働
市
場
の
柔
軟

性
を
高
め
る
、
③
教
育
と
技
能
訓
練
を
通
じ

て
人
的
資
本
へ
の
投
資
を
増
や
す
、
と
い
う

三
つ
の
柱
の
も
と
に
八
つ
の
指
針
が
掲
げ
ら

れ
る
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
。 

  

（
３
）Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
の
動
き
と 

　
　
　
わ
が
国
へ
の
示
唆 

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略

は
、
一
九
九
三
〜
九
四
年
に
か
け
て
公
表
さ

れ
た
ド
ロ
ー
ル
白
書
そ
の
他
で
示
さ
れ
た
「
福

祉
国
家
の
背
後
に
あ
る
連
帯
と
い
う
価
値
観

は
堅
持
し
つ
つ
、
経
済
活
動
に
参
加
す
る
機

会
の
よ
り
良
い
分
配
と
い
う
積
極
的
な
連
帯

方
式
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
は
雇

用
に
最
優
先
順
位
を
与
え
、
す
べ
て
の
人
を

社
会
に
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
及
び
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ス
ボ
ン
雇
用
サ

ミ
ッ
ト
で
示
さ
れ
た
「
フ
ル
就
業
」
と
い
う

理
念
を
柱
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
こ

れ
に
二
〇
〇
三
年
の
雇
用
指
針
に
示
さ
れ
た

「
労
働
の
質
及
び
生
産
性
の
向
上
」、「
社
会

的
結
束
と
統
合
の
強
化
」
を
軸
に
置
き
な
が

ら
、
よ
り
現
実
に
見
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る

具
体
的
目
標
設
定
の
在
り
方
が
模
索
さ
れ
て

い
る
。 

　
翻
っ
て
、
わ
が
国
に
つ
い
て
ご
く
大
雑
把

に
見
れ
ば
、
戦
後
、
二
〇
世
紀
末
ま
で
は
成

長
経
済
と
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
、
成
長
を

維
持
す
る
た
め
の
政
策
を
、
そ
れ
ほ
ど
政
策

間
相
互
の
関
連
性
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
い
て
も
円
滑
な
経
済
運
営
が
実
現
さ

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
の
進
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

拡
大
の
下
で
の
知
識
・
技
術
等
を
要
す
る
分

野
で
の
世
界
的
競
争
の
激
化
な
ど
の
中
で
の

社
会
経
済
構
造
の
大
き
な
変
化
が
見
込
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、

知
識
・
技
術
・
技
能
等
人
的
資
源
の
重
要
性

と
一
人
ひ
と
り
の
希
少
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
人
々
が
意
欲
を
持
っ
て

生
き
生
き
と
生
活
し
、
活
力
あ
る
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
長
期
的
観
点
か

ら
す
べ
て
の
政
策
の
一
貫
性
を
確
保
し
た
上

で
、
「
人
」
を
中
心
に
お
い
た
経
済
及
び
雇

用
政
策
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
策
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
中
長
期
的
観

点
か
ら
の
雇
用
戦
略
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
「
仕
事
を
通
じ

て
国
民
全
体
を
社
会
に
統
合
す
る
」
と
い
う

基
本
的
考
え
方
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
実
施

に
移
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
雇
用
戦
略
は
、
わ
が

国
に
お
け
る
雇
用
戦
略
検
討
に
対
す
る
示
唆

に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

〔
注
〕 

１
．
欧
州
理
事
会
の
「
結
論
」
↓
閣
僚
理
事
会
の
「
雇

用
指
針
」
↓
加
盟
国
の
「
年
次
報
告
」
↓
閣
僚

理
事
会
の
「
検
査
」
と
「
勧
告
」
↓
閣
僚
理
事

会
と
欧
州
委
員
会
の
「
合
同
年
次
報
告
」
↓
欧

州
理
事
会
の
「
結
論
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
。
な
お
、

目
標
の
達
成
に
つ
い
て
拘
束
す
る
が
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
は
拘
束
は
な
い
。 

２
． 

リ
ス
ボ
ン
雇
用
サ
ミ
ッ
ト
で
示
さ
れ
た
経
済
・

社
会
政
策
の
包
括
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

通
称
「
リ
ス
ボ
ン
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る
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